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油山寺の栄西禅師像は、中国から日本に茶を伝えた「茶祖」栄西の像としては国内
最大級（約10m）です。1950年（昭和25年）に当時の油山寺住職の発願で建立
され、60周年に当たる2010年（平成22年）に寄付を募って修復しました。
毎年5月5日には、栄西禅師像の前で「献茶式」が行われます。

No.65市議会
だより
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油山寺の栄西禅師像



新
年
度
の
各
会
計
予
算
は
、い
ず
れ
も
可
決

　

市
議
会
は
、
2
月
定
例
会
を
2
月
26
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
袋

井
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
条
例
の
制
定
な
ど
39
議
案
と
1
件
の
報
告
、
議
員
か
ら
袋
井
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
及
び
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
2
議
案
が
上
程

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
16
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算　

　

平
成
30
年
度
の
予
算
額
は
、
3
2
3
億
5
0
0
0
万

円
で
、
29
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
1
・
5
%
の

減
額
と
な
り
ま
す
。

〈
主
要
な
事
業
〉

●
総
合
体
育
館
整
備
及
び
運
営
事
業

 

 …
…
…
…
…
…
17
億
4
5
6
2
万
円

　

建
設
工
事
へ
の
本
格
着
手
、
周
辺
道
路
の
整
備

●
基
幹
道
路
の
整
備
事
業 

 …
…
3
億
4
1
5
6
万
円

都
市
計
画
道
路
山
梨
中
央
通
り
線
・
諸
井
山
の
手
線

の
整
備

●
袋
井
消
防
庁
舎
・
袋
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

 

 …
…
…
…
…
…
2
億
7
3
5
3
万
円

　

基
礎
・
免
震
工
事
、
上
部
躯
体
工
事
に
着
手

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
域
づ
く

り
事
業 

 …
…
…
…
…
…
2
億
4
6
5
0
万
円

　
「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
交
付
金
」
を
創
設
し
支
援

●
袋
井
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り         

 

 …
…
…
…
…
…
1
億
9
8
7
0
万
円

袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
、
メ
デ
ィ

カ
ル
地
区
・
商
業
地
区
の
調
整
・
支
援

●
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

 

 …
…
…
…
…
…
1
億
8
4
0
0
万
円 

総
合
体
育
館
敷
地
内
の
緑
地
広
場
や
周
辺
道
路
の
整

備
な
ど

●
袋
井
幸
浦
の
丘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

 

 …
…
…
…
…
…
1
億
8
3
1
2
万
円

豊
沢
工
業
団
地
整
備
事
業
の
開
発
発
生
土
等
を
活
用

し
た
防
潮
堤
整
備

●
保
育
施
設
の
整
備   

 …
…
…
…
1
億
6
1
2
9
万
円

袋
井
駅
南
保
育
所
新
設
支
援
・（
仮
称
）
袋
井
南
認

定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
 …
1
億
1
9
5
8
万
円

袋
井
東
小
学
区
・
袋
井
西
小
学
区
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
専
用
施
設
新
設

2月定例会

公民館からコミュニティセンターへ

2ふくろい市議会だより



〈
主
な
新
規
事
業
〉

●（
仮
称
）袋
井
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
 
…
…
…
…
…
7
9
7
0
万
円

平
成
32
年
度
の
開
館
に
向
け
た
基
本
設
計
・
実
施
設
計

●
浅
羽
中
学
校
施
設
整
備
事
業 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
7
2
4
万
円

　

施
設
の
整
備
手
法
の
検
討
を
踏
ま
え
た
基
本
設
計

●
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度
創
設
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
1
万
円

不
妊
治
療
費
助
成
に
加
え
、
新
た
に
不
育
症
治
療
費
を
助
成

●
浅
羽
佐
喜
太
郎
公
碑
建
立
1
0
0
年
記
念
事
業 

 …
…
…
…
…
…
…
…
1
0
0
万
円

　

紀
念
碑
建
立
1
0
0
年
の
記
念
事
業
を
支
援

　

平
成
30
年
度
特
別
会
計
予
算 

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
7
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
1
6
6
億

7
6
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
7
・
0
%
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
企
業
会
計
予
算 

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
24
億
7
6
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
0
・
7
%

の
増
額
、
病
院
事
業
会
計
予
算
は
20
億
8
8
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

2
・
6
%
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

（
主
な
も
の
） 

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
1
億
1
2
0
0
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
3
3
1
億

4
2
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
小
中
学
校
施
設
機
能
向
上
事
業
（
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
） …
…
…
…
2
0
0
0
万
円

●
福
祉
総
合
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
8
5
万
円

●
袋
井
消
防
庁
舎
及
び
防
災
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

 …
…
…
…
…
…
△
2
4
0
0
万
円

●
総
合
体
育
館
整
備
事
業 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
△
1
9
9
8
万
円

●
産
業
立
地
事
業
費
補
助
金 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
△
1
8
7
8
万
円

　

条
例
（
主
な
も
の
） 

●
袋
井
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
内
の
各
公
民
館
及
び
豊
沢
ふ
れ
あ
い
会
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行

す
る
こ
と
に
伴
い
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
の
定
着
化
及
び
活
性
化
を
図
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　

人
事
（
敬
称
略
）

●
袋
井
市
外
4
組
合
公
平
委
員
会
委
員

　
　

片
桐 

秀
樹
（
下
山
梨
上
）
新
任

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　

上
原 

富
夫
（
浅
羽
）
再
任

他市町と共同で事務を行う
一部事務組合議会（袋井市議会選出）

●太田川原野谷川治水水防組合議会議員
・髙木 清隆 ・大庭 通嘉 ・寺田 　守 ・木下 　正

●袋井市森町広域行政組合議会議員
・髙木 清隆 ・大庭 通嘉 ・田中 克周 ・浅田 二郎
・寺田 　守 ・岡本 幹男 ・戸塚 哲夫 ・伊藤 謙一

●中東遠看護専門学校組合議会議員
・髙木 清隆 ・浅田 二郎 ・山田 貴子　

●浅羽地域湛水防除施設組合議会議員
・髙木 清隆 ・高橋 美博 ・岡本 幹男 ・近藤 正美
・佐野 武次

●中遠広域事務組合議会議員
・髙木 清隆 ・戸塚 文彦 ・浅田 二郎 ・山田 貴子

●掛川市・袋井市病院企業団議会議員
・髙木 清隆 ・大庭 通嘉 ・高橋 美博 ・山田 貴子
・岡本 幹男

3 ふくろい市議会だより



市政に対する一般質問

家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
検
討
を

減
量
化
・
発
生
抑
制
・
負
担
公
平
性

の
確
保
・
行
政
経
費
の
削
減
等
に
繋
が
る

家
庭
ご
み
の
有
料
化
の
検
討
を
提
言
す
る
。

平
成
30
年
度
に
庁
内
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
有
料
化
の
効
果
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
等
を
検
証
し
、
ご

み
処
理
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

掛
之
上
祢
宜
弥
線
の

道
路
改
築
事
業
の
状
況
は

地
域
発
展
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
市
と

の
東
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
要
の
重
要
な
路

線
で
あ
る
。
早
期
整
備
が
必
要
で
は
。

自
治
会
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
の

合
意
形
成
、
J
R
東
海
道
本
線
へ
の

影
響
、
県
と
の
河
川
協
議
等
の
課
題

が
あ
り
、相
当
の
時
間
を
要
す
る
が
、

早
期
の
事
業
化
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

香
り
の
丘
・
茶
ピ
ア
の
活
用
は

茶
業
・
観
光
振
興
の
た
め
に
、
今
あ

る
茶
ピ
ア
と
い
う
大
き
な
地
域
資
源
を
、

今
一
度
活
か
す
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
。

遠
州
中
央
農
協
を
中
心
と
し

た
、
行
政
、
観
光
関
係
者
な
ど
を
加

え
た
検
討
会
に
よ
り
、
本
市
に
と
っ

て
有
効
で
よ
り
輝
い
て
い
く
施
設
と

な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

竹
野 　

昇 

議
員

市
の
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

市
の
非
正
規
職
員
の
待
遇
に
つ
い

て
、
改
善
の
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
か
。

近
隣
市
や
民
間
企
業
と
比
較
し

て
、
著
し
く
劣
っ
て
お
ら
ず
、
妥
当

だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
国
や
県
、

県
内
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
の
雇
用
促
進

法
定
雇
用
率
達
成
の
た
め
、
行
政
と

し
て
や
れ
る
こ
と
は
。

就
労
や
そ
の
定
着
に
は
、
障
が

い
に
対
す
る
市
民
や
企
業
の
理
解
が

必
要
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い

特
性
を
、
皆
が
共
有
す
る
こ
と
で
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
の
中
で
暮

ら
し
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
特

別
支
援
学
校
や
「
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
就
労
の
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

学
力
向
上
推
進
係
の
新
設

な
ぜ
学
力
向
上
推
進
係
を
新
設
す
る

の
か
。

幼
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て

い
く
中
で
、
思
考
力
・
表
現
力
・
判

断
力
に
注
目
し
、考
え
る
力
と
捉
え
、

育
成
を
重
視
し
て
い
る
。
考
え
る
力

と
し
て
の
学
力
は
、
テ
ス
ト
の
結
果

だ
け
で
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、明
確
な
評
価
の
視
点
を
設
定
し
、

新
た
な
係
の
も
と
で
分
析
・
評
価
等

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

香りの丘　茶ピア（茶遊庵）

静岡中東遠障害者就業・生活支援センター
ラック(泉町)

4ふくろい市議会だより



木
下 　

正 

議
員

放
課
後
児
童
支
援
員
等
へ
の

        

支
援
対
策
は

今
後
6
年
生
ま
で
受
け
入
れ
予
定
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
、
人
材
確

保
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は
。    

        

役
割
や
勤
務
年
数
に
応
じ
た
手

当
を
支
給
し
、
処
遇
改
善
を
し
た
。

今
後
、
運
営
の
委
託
先
と
連
携
し
、

支
援
員
の
負
担
軽
減
や
処
遇
改
善
を

再
検
討
し
、人
材
確
保
を
図
り
た
い
。

教
職
員
へ
の
支
援
、
市
の
対
策
は

新
設
予
定
の
学
力
向
上
推
進
係
の
目

標
と
計
画
は
。

今
ま
で
指
導
主
事
教
員
に
頼

り
、改
善
の
施
策
な
ど
が
弱
か
っ
た
。

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
教
育
行
政
を

進
め
る
た
め
、
仕
事
の
内
容
や
方
向

性
を
変
え
た
。
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
全
項
目
で
全
国
正
答
率
を

上
回
る
こ
と
を
目
標
に
、B
問
題（
活

用
・
応
用
）
で
結
果
を
出
し
て
い
き

た
い
。

エ
コ
パ
を
活
用
し
た

茶
業
支
援
対
策
は

ス
ポ
ー
ツ
3
大
大
会
時
に
、
エ
コ
パ

か
ら
茶
ピ
ア
へ
の
誘
客
や
体
験
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
支
援
を
す
べ
き
で
は
。

エ
コ
パ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
検

討
、
茶
ピ
ア
内
の
外
国
語
表
記
・
通

訳
対
応
の
支
援
、
S
N
S
を
活
用
し

た
情
報
発
信
の
取
り
組
み
等
、
茶
ピ

ア
の
活
性
化
に
向
け
て
の
新
た
な
検

討
会
の
中
で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
向
け
て
魅
力
を
高
め
て

い
き
た
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

犯
罪
の
な
い

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

犯
罪
が
全
体
と
し
て
減
少
し
て
い
る

な
か
、
特
殊
詐
欺
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

「
訴
訟
最
終
通
告
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
の

ハ
ガ
キ
へ
の
対
応
は
。

市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の

相
談
は
平
成
29
年
度
60
件
と
急
増
し

て
い
る
。電
話
を
か
け
ず
無
視
す
る
、

電
話
を
か
け
た
場
合
は
金
銭
を
支
払

わ
な
い
、
金
銭
を
支
払
っ
た
場
合
は

警
察
署
に
相
談
す
る
よ
う
案
内
し
て

い
る
。

再
犯
率
が
48
%
と
高
い
。
再
犯
防
止

に
は
、
市
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
が
。

平
成
28
年
末
「
再
犯
の
防
止
等

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
た
。
協
力
雇
用
主
に
対
す
る
働
き

か
け
や
市
独
自
の
雇
用
な
ど
、
袋
井

地
区
保
護
司
会
な
ど
と
協
力
し
、
今

後
の
研
究
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

資
格
あ
る
人
に
生
活
保
護
を

「
生
活
保
護
は
恥
」
な
ど
の
意

識
や
生
活
保
護
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
で
生
活
保
護
受
給
を
た
め
ら
う
人

も
い
る
が
。

生
活
保
護
は
憲
法
や
生
活
保
護

法
に
基
づ
く
国
民
の
権
利
で
あ
る
と

認
識
し
、
民
生
委
員
や
関
係
機
関
等

に
よ
る
周
知
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、「
生
活
保
護
の
あ
ら
ま
し
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
周
知
・

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

袋井北コミュニティハウス第3　のびのび南クラブ

防犯意識を啓発する看板
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市政に対する一般質問

企
業
誘
致
の
進
め
方
は

市
議
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
市
は

企
業
立
地
調
査
（
三
川
・
宇
刈
・
下
山
梨
・

土
橋
）
を
実
施
し
た
が
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

三
川
・
宇
刈
地
区
は
、オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
方
式
の
開
発
を
基
本
に
進
め

た
い
。
下
山
梨
地
区
は
、
イ
ン
タ
ー

通
り
線
の
整
備
に
併
せ
検
討
し
た

い
。
土
橋
地
区
は
、
関
心
を
示
す
企

業
も
あ
り
、
開
発
の
可
能
性
を
ス

ピ
ー
ド
感
も
っ
て
検
討
し
た
い
。

教
育
環
境
の
一
層
の
充
実
を

平
成
30
年
度
か
ら
3
年
間
は
新
学
習

指
導
要
領
実
施
や
幼
小
中
一
貫
教
育
の
導

入
な
ど
で
教
員
や
児
童
な
ど
へ
の
負
担
増

が
心
配
さ
れ
る
が
対
応
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
。

教
育
支
援
事
業
「
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ン
」に
よ
る
支
援
員
の
確
保
等
、

教
育
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の  

推
進
を

袋
井
の
魅
力
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
よ

う
に
、
毎
年
1
2
0
万
人
近
く
来
場
す
る

エ
コ
パ
へ
の
利
用
客
に
市
を
P
R
し
て
は

ど
う
か
。袋

井
の
情
報
に
触
れ
る
よ
う
な

効
果
的
な
常
設
看
板
設
置
や
、
愛
野

駅
南
北
自
由
通
路
に
大
型
デ
ジ
タ
ル

画
面
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
、
エ
コ

パ
来
場
客
を
巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

津
波
防
災
対
策

防
潮
堤
工
事
の
完
了
後
、
内
陸
部
へ

の
影
響
や
河
川
の
津
波
の
遡
上
状
況
な
ど

を
把
握
し
、
よ
り
安
全
な
防
災
対
策
を
構

築
す
る
た
め
、
再
度
、
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
作
成
す
べ
き
で
は
。

磐
田
市
、
掛
川
市
に
お
け
る
防

潮
堤
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

市
南
部
地
域
の
課
題
へ
の
対
応

機
構
改
革
で
、
再
び
浅
羽
支
所
機
能

が
縮
小
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
何
か
。

ま
た
、
今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行

う
の
か
。業

務
の
集
約
に
よ
る
簡
素
な
組

織
体
制
を
図
る
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
係
と
地
域
支
援
室
を
統
合
す
る
。

各
種
申
請
を
は
じ
め
、
戸
籍
や
住
民

票
、
税
務
等
の
証
明
書
の
交
付
や
福

祉
相
談
等
の
窓
口
業
務
は
、
継
続
す

る
。

横
須
賀
高
等
学
校
改
編
へ
の
対
応

県
が
平
成
38
年
度
を
目
途
に
、
横
須

賀
高
校
を
改
編
す
る
案
を
示
し
た
。
生
徒

の
進
路
が
制
約
等
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
場
合
、
関
係
す
る
市
と
連
携
し
、
県
に

要
望
等
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

市
民
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事

で
あ
る
た
め
、
情
報
収
集
に
努
め
、

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
、
議
会

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
対
応
を
考
え

て
い
き
た
い
。

佐
野 

武
次 

議
員

エコパスタジアム

浅羽支所
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戸
塚 

哲
夫 

議
員

水
田
農
業
の
振
興
策
は

収
入
保
険
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
制

度
か
。

農
業
経
営
の
た
め
の
保
険
制
度

で
、
品
目
に
関
わ
ら
ず
、
自
然
災
害

に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
に
加
え
、
価

格
低
下
な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
も
補
償

さ
れ
る
な
ど
、
経
営
全
体
の
収
入
減

少
を
保
険
金
で
穴
埋
め
す
る
も
の

で
、
平
成
31
年
1
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
。
具
体
的
な
説
明
は
、
農
業
共
済

組
合
が
4
月
以
降
に
説
明
会
を
開
催

す
る
。

袋
井
産
米
の
消
費
拡
大
は
。

袋
井
市
農
業
振
興
会
の
耕
種
部

会
が
、
ふ
れ
あ
い
夢
市
場
や
J
A
祭

等
に
お
い
て
、
P
R
や
販
売
を
し
て

い
る
。
静
岡
県
内
で
消
費
さ
れ
る
コ

メ
は
、
県
内
産
が
約
4
割
で
、
県
外

産
が
約
6
割
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

本
市
で
生
産
さ
れ
る
コ
メ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
県
内
で
流
通
、
販
売
さ
れ
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。     

農
泊
の
取
り
組
み
は

農
山
漁
村
に
滞
在
す
る
旅
「
農
泊
」

が
今
、
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
取
り
組
む

考
え
は
。

 

農
泊
は
、
農
の
風
景
や
観
光
資

源
の
発
掘
、
地
域
の
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
地
域
経
済

の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
捉
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
し

た
経
営
戦
略
、
全
体
と
し
て
の
ス

キ
ー
ム
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

寺
田 　

守 

議
員

旧
市
民
病
院
看
護
師
宿
舎
の
活
用

旧
市
民
病
院
看
護
師
宿
舎
は
長
期
に

わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
再
利

用
計
画
は
あ
る
の
か
。

建
物
を
再
利
用
す
る
た
め
に

は
、大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
る
。

検
診
車
両
や
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
利

用
者
の
駐
車
場
拡
張
な
ど
、
有
効
な

利
用
方
法
を
公
共
用
地
利
活
用
検
討

委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

農
地
転
用
時
の

周
辺
地
権
者
へ
の
配
慮

農
地
転
用
を
許
可
す
る
場
合
に
は
、

周
辺
地
権
者
の
意
向
を
十
分
に
聞
く
こ
と

が
大
切
と
思
う
が
ど
う
か
。

制
度
的
に
は
、
隣
接
者
の
同
意

書
等
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
可
能
な
範
囲
で
事
業
の
周

知
を
お
願
い
し
、
周
辺
農
地
の
円
滑

な
営
農
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

ア
ジ
ア
の
都
市
と
の

友
好
・
姉
妹
提
携

近
年
交
流
の
あ
る
中
国
、
台
湾
、
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
、
本
市
と
歴
史
的
な
つ
な
が

り
の
あ
る
都
市
と
の
提
携
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
は
、
市

の
将
来
の
発
展
、
特
に
若
い
人
た
ち

に
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
大
切
な

の
は
市
民
の
交
流
の
姿
勢
で
あ
り
、

提
携
の
話
が
あ
れ
ば
真
摯
に
聞
い
て

い
き
た
い
。

市内の田園風景

ファン・ボイ・チャウと浅羽佐喜太郎の国際シンポジウム
（ベトナム　ゲアン省）
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市政に対する一般質問

市
内
火
災
に
対
し
て市

の
対
応
は

昨
年
、
市
内
で
多
く
の
火
災
が
起
き

て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
方
々
に
警
防
活
動

等
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
残
念

な
こ
と
に
今
年
も
既
に
火
災
が
起
こ
っ
て

い
る
。
火
災
は
一
瞬
で
市
民
の
生
命
と
財

産
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
予
防
の

重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
市
は
今

後
、
火
災
発
生
件
数
を
ど
の
よ
う
に
ゼ
ロ

に
近
づ
け
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
予
防
活
動
を
行
う
の
か
。

昨
年
は
、
近
隣
の
磐
田
市
、
掛

川
市
、
森
町
と
比
べ
て
、
人
口
当
た

り
の
比
率
で
袋
井
市
の
火
災
の
発
生

が
多
い
年
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ

に
出
動
し
た
消
防
職
員
・
団
員
の
総

数
は
1
万
1
6
8
2
人
と
な
り
、
多

く
の
方
に
消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
。
通
常
の
火
災
予
防
運

動
に
合
わ
せ
た
防
火
啓
発
活
動
、
高

齢
世
帯
へ
の
防
火
訪
問
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
P
R
等
を
行
い
、

今
後
も
消
防
本
部
・
消
防
団
が
連
携

し
て
予
防
消
防
に
努
め
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
に
は
日
々
活
動
い
た
だ
い

て
お
り
、
そ
の
た
め
、
仕
事
や
家
族
と
の

時
間
を
犠
牲
に
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く

な
い
。
支
え
る
家
族
や
雇
用
関
係
に
あ
る

企
業
へ
の
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
求
め

る
。

団
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が

ら
訓
練
を
行
う
お
知
ら
せ
や
、
勤
務

す
る
企
業
に
対
し
て
は
、
年
度
初
め

に
出
動
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
火
災
の
出
動
が
多
け
れ
ば
、

年
度
途
中
で
も
協
力
依
頼
を
検
討
し

た
い
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

国
本
廃
家
電
の       

取
り
組
み
状
況
は

今
後
、
破
砕
ガ
ラ
ス
等
の
処
理
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
処
理
手
法

を
模
索
し
て
い
く
中
で
、
解
決
に
導

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
処
理
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
検

討
状
況
を
踏
ま
え
、
早
期
解
決
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
住
民
に
対
し
て
、
環
境
調
査
結

果
や
処
分
計
画
な
ど
の
説
明
は
。

破
砕
ガ
ラ
ス
等
の
置
場
と
な
っ

て
い
る
周
辺
の
土
壌
や
井
戸
水
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
年
2
回
の
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
地
域
に
報
告
し

て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
定
期
的

な
環
境
調
査
を
行
い
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
処

分
等
の
計
画
に
つ
い
て
も
説
明
し
、

理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

地
域
要
望
の
取
り
扱
い
は

地
域
要
望
に
関
す
る
今
後
の
対
応
方

針
は
。 

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
地
域
の

要
望
に
で
き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
危
険
箇
所
は
速
や
か
に
対
応
す

る
こ
と
や
、
現
場
の
状
況
を
地
域
と

十
分
協
議
す
る
中
で
、
地
域
バ
ラ
ン

ス
や
事
案
に
偏
り
が
起
き
な
い
よ
う

優
先
順
位
づ
け
の
基
準
を
明
確
に
し

て
い
き
た
い
。

村
井 

勝
彦 

議
員

消防団の放水訓練の様子

国本地区の廃家電の状況
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近
藤 

正
美 

議
員

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
に
向
け
て
の

「
盛
り
上
げ
」
は

平
成
30
年
度
は「
盛
り
上
げ
」や「
お

も
て
な
し
」
の
各
事
業
に
ど
う
取
り
組
む

か
。

小
学
校
で
の
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の

普
及
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、「
袋

井
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
」

の
設
置
に
向
け
て
、
本
年
秋
に
は
愛

野
駅
周
辺
で
の
実
証
事
業
や
ゾ
ー
ン

の
具
体
的
策
定
に
取
り
組
み
た
い
。

幼
小
中
一
貫
教
育
導
入
後
の検証

は

幼
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
た
後
の

検
証
を
、
い
つ
頃
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に

行
う
か
。定

め
た
評
価
指
標
の
数
値
を
、

平
成
30
年
度
以
降
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
で
定
期
的
に
収
集
・
分
析
し
、

結
果
を
年
2
回
開
催
予
定
の
「
幼
小

中
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
」
に
報
告

し
、
改
善
に
つ
な
げ
た
い
。

中
学
校
英
語
教
員
の

言
語
活
動
の
実
態
は

中
学
校
教
員
の
、
授
業
で
の
英
語
の

発
話
に
よ
る
言
語
活
動
の
実
態
は
ど
う

か
。

「
お
お
む
ね
、
ま
た
は
半
分
以

上
」
英
語
で
行
っ
て
い
る
教
員
の
割

合
は
、
1
・
2
年
生
が
75
%
、
3
年

生
66
%
で
あ
る
。
今
後
、
英
語
の
使

用
割
合
の
低
い
、
生
徒
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を
重
視
し
た

指
導
の
改
善
に
努
め
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

地
方
創
生
交
付
金
関
係
事
業
の

総
括
を

各
事
業
の
地
方
創
生
へ
の
効
果
の
検

証
と
市
政
へ
の
定
着
を
、完
結
し
た
も
の
、

継
続
さ
せ
る
も
の
、
他
の
予
算
に
引
き
継

ぐ
も
の
に
類
型
化
し
考
え
た
ら
ど
う
か
。

9
月
市
議
会
に
、
総
合
戦
略
の

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
、
評
価
指
標

の
達
成
度
、
交
付
金
の
活
用
状
況
の

3
点
を
報
告
し
て
い
く
。

袋
井
市
の
地
域
づ
く
り
体
制
は

地
域
の
社
会
的
資
源
の
活
用
と
し

て
、空
き
家
の
居
場
所
と
し
て
の
活
用
や
、

地
域
の
推
薦
す
る
人
材
に
介
護
職
員
資
格

取
得
補
助
を
。

平
成
30
年
度
策
定
の
空
き
家
等

対
策
計
画
に
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
利
活
用
の
方
針
を
示
し
、
軽
度
者

向
け
ヘ
ル
パ
ー
の
お
元
気
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
に
地
域
か
ら
の
受
講

を
働
き
か
け
た
い
。

浅
羽
中
学
校
の建

て
替
え
方
針
は

幼
小
中
一
貫
教
育
の
検
討
で
、
建
て

替
え
時
期
を
遅
ら
せ
た
が
、
施
設
分
離
型

に
よ
る
と
の
方
針
で
あ
り
、
傘
下
小
学
校

の
統
合
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
よ
い
か
。

既
存
の
学
校
施
設
は
そ
の
ま
ま

存
続
し
、
施
設
分
離
型
一
貫
校
で
取

り
組
む
。
今
後
10
年
間
は
、
校
区
内

小
学
校
の
統
廃
合
、
あ
る
い
は
浅
羽

中
学
校
と
小
学
校
の
施
設
の
一
体
化

は
考
え
て
い
な
い
。

ラグビー「日本代表対アイルランド代表」戦の
愛野駅周辺の様子（平成29年6月17日）

浅羽中学校
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市政に対する一般質問

市
内
商
工
団
体
の
統
合

合
併
し
て
14
年
目
を
迎
え
る
が
、
袋

井
商
工
会
議
所
と
浅
羽
町
商
工
会
が
統
合

さ
れ
て
い
な
い
。
商
工
会
議
所
が
計
画
す

る
袋
井
駅
北
口
へ
の
移
転
を
契
機
に
統
合

を
進
め
て
は
。

県
外
で
統
合
さ
れ
た
事
例
を
参

考
に
課
題
を
整
理
す
る
中
で
、
統
合

に
向
け
両
者
の
協
議
を
促
進
し
て
い

き
た
い
。
移
転
は
、
産
業
振
興
の
面

で
の
一
体
性
の
確
立
の
良
い
機
会
だ

と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

本
市
の
交
付
率
が
、
県
下
最
下
位
と

い
う
結
果
に
つ
い
て
の
感
想
と
今
後
の
対

策
は
。

交
付
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ

と
は
、
残
念
と
感
じ
て
い
る
。
窓
口

で
の
申
請
補
助
を
昨
年
12
月
か
ら
開

始
し
た
。
魅
力
あ
る
利
用
方
法
の
充

実
と
、
取
得
時
の
煩
雑
さ
の
軽
減
に

努
め
て
い
き
た
い
。

全
国
体
力
テ
ス
ト

本
市
の
小
学
5
年
生
と
中
学
2
年
生

の
結
果
と
今
後
の
方
針
は
。

女
子
の
小
5
は
、
8
種
目
中
3

種
目
で
全
国
平
均
を
上
回
り
、
中
2

は
、
8
種
目
中
7
種
目
で
全
国
を
上

回
っ
た
。
男
子
の
小
5
は
、
全
て
下

回
り
、
中
2
は
、
3
種
目
で
上
回
っ

た
。
休
み
時
間
な
ど
で
の
積
極
的
な

運
動
、
部
活
動
や
保
健
体
育
の
授
業

に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
体
力
向
上

に
つ
な
げ
た
い
。

山
田 

貴
子 

議
員

子
ど
も
食
堂
は有

用
な
社
会
活
動

子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

生
活
保
護
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
の
貧
困
対
策
で
は
対
応
が
難
し
い

居
場
所
づ
く
り
や
食
事
の
提
供
な

ど
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う
精
神
で

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、

非
常
に
有
用
な
社
会
活
動
と
考
え

る
。子

ど
も
食
堂
の
設
置
・
運
営
に
対
す

る
助
成
金
交
付
の
考
え
は
。

市
は
、
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

給
付
事
業
や
、
生
活
保
護
や
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ
る
相
談
・

支
援
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
用
に
よ

り
対
応
し
て
お
り
、
子
ど
も
食
堂
は

貧
困
対
策
の
側
面
的
支
援
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
自
主
的
な
活
動
で
開
催
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
多
く

の
事
例
が
自
立
し
て
運
営
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。

水
玉
プ
ー
ル
の

利
用
開
始
時
間
の
改
善
を

水
玉
プ
ー
ル
だ
け
冬
場
利
用
開
始
時

間
が
午
前
10
時
だ
が
、
年
間
を
通
し
て
午

前
9
時
に
で
き
な
い
か
。

水
玉
プ
ー
ル
の
利
用
者
ニ
ー
ズ

や
、他
施
設
の
利
用
実
態
を
調
査
し
、

開
始
時
間
を
1
時
間
早
め
る
こ
と
に

伴
い
発
生
す
る
経
費
の
増
加
や
費
用

対
効
果
な
ど
を
総
合
的
に
分
析
し
、

判
断
し
て
い
き
た
い
。

高
橋 

美
博  

議
員

タブレットを使ったマイナンバーカード申請補助

街の居場所　もうひとつの家
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森
杉 

典
子 

議
員

市
内
小
中
学
校
で
の

が
ん
教
育
の
取
り
組
み
は 

市
内
小
中
学
校
で
現
在
行
わ
れ
て
い

る
が
ん
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

が
ん
教
育
が
児
童
生
徒
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
小
学
5
年
生
と
中
学

2
年
生
で
の
生
活
習
慣
病
予
防
講
座

の
中
で
、
が
ん
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
る
。
ま
た
、
小
学
5
・
6
年
生
の

保
健
の
「
病
気
の
予
防
」
の
授
業
や
、

中
学
3
年
生
の
保
健
体
育
「
健
康
な

生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
授
業
の
中

で
、
喫
煙
と
肺
が
ん
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
い
る
。
現
学
習
指
導
要
領
の

中
で
は
、
が
ん
に
特
化
し
た
記
述
は

な
く
、
さ
ら
に
深
い
内
容
で
扱
う
た

め
に
は
、
が
ん
教
育
に
関
す
る
教
材

を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。加
え
て
、

が
ん
を
怖
が
ら
ず
誤
解
や
偏
見
を
な

く
す
た
め
に
も
、
専
門
知
識
を
持
っ

た
方
の
講
演
等
の
協
力
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。
市
で
行
な
っ
て
い
る
子

ど
も
健
康
教
育
支
援
事
業
等
も
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

県
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
充
へ
の
対
応
は

県
で
は
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
本
年

10
月
か
ら
引
き
上
げ
る
。本
市
の
対
応
は
。

平
成
30
年
10
月
の
診
療
分
か
ら

高
校
生
年
代
ま
で
の
拡
充
を
行
っ
て

い
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
は
、
今
後

の
県
の
内
容
や
近
隣
市
町
の
動
向
を

踏
ま
え
、
決
定
し
て
い
き
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員

避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
の

実
施
は
重
要

先
般
、
袋
井
西
小
学
校
で
会
場
型
避

難
所
運
営
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
が
、
参
加

者
の
反
応
及
び
市
の
評
価
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

近
隣
住
民
と
の
連
携
の
大
切
さ

が
再
確
認
さ
れ
た
り
、
地
元
訓
練
に

取
り
入
れ
た
い
と
の
意
向
を
示
す
な

ど
、前
向
き
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

住
民
主
体
の
避
難
所
運
営
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
け
た
と
認
識
し
て
い

る
。

本
市
の
農
産
物
を

世
界
に
向
け
て
P
R
を

ラ
グ
ビ
ー
W
杯
に
訪
れ
る
5
万
人
の

観
客
に
、
ま
た
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
や

V
I
P
へ
本
市
の
農
産
物
を
積
極
的
に

P
R
す
べ
き
で
は
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
の
場
で
、
ク

ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
な
ど
高
品
質
の
農
産

物
を
積
極
的
に
P
R
し
て
い
き
た

い
。

本
市
の
「
子
ど
も
会
」
の

現
状
と
認
識
は

地
区
子
ど
も
会
連
合
会
及
び
市
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
の
現
状
と
、
在
り
方
検

討
会
で
の
話
し
合
い
の
状
況
は
。

地
区
子
ど
も
会
連
合
会
は
、
地

域
ご
と
の
特
色
あ
る
活
動
が
さ
れ
て

い
る
が
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

は
、
4
地
区
の
み
の
加
入
で
存
続
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
現
在
、
改

革
委
員
会
を
組
織
し
課
題
等
を
検
討

中
で
あ
る
。

袋井市子ども医療費受給者証

会場型避難所運営訓練の様子
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 レ ポ ー ト
平成30年度一般会計・特別会計・企業会計の各予算をはじめ、平成29年
度一般会計・特別会計の補正予算や条例制定・改正などの議案を、各常
任委員会で審査しました。ここではその一部を紹介します。

Q

A

民生文教委員会

A

■平成30年度一般会計予算
　～健康づくり推進費～

　健康ポイント推進報賞費が増えている
が、景品が増えるのか、人数が増えるこ

とによるものか。

　平成29年度にフッピー健康ポイント事
業をリニューアルし、平成30年度の参加

者数の目標を3,000件としており、より多くの
方に参加していただけるよう推進していく。参
加者を増やしていくため、ポイント単価として
は若干下げ、動機づけ支援として進めていきた
い。

■平成30年度一般会計予算
　～教育振興費～

　今後、教育振興会費はどのような在り
方が望ましいと考えているか。

　公立学校の運営に関して地域住民の
負担を求めてはならないという原則が

あるため、学校として地域の方に寄付金を依頼
することは許されないが、寄付金をいただくこ
とはできるという認識を持っている。地域の決
定により廃止になれば、それに応じて様々な施
策を考えていくため、学校運営協議会等で振興
会費の在り方について話し合っていただきたい
と考えている。

■平成30年度一般会計予算
　～秘書費～

　平成30年度は、ヒルズボロ市との姉妹
都市提携30周年記念の年になるが、現

状における交流の実態と継続性の方針は。

　交流の実態については、平成29年度
に、ヒルズボロ市長、シティマネージャー

及び産業関係の部長が、日本の産業動向を視察
した折りに、本市にも訪問していただいた。
　今後においては、毎年ではないが、学生交流
を相互にやっていき、平成30年度に創立35周
年を迎える国際交流協会とともに交流を進めて
いきたい。

■平成30年度一般会計予算
　～企画費～

　ふくろい版ホームステイ推進事業にお
いて、新規の項目が多いが、事業を推進

していく上で、その費用対効果はどういったもの
を見込んでいるか。

　平成30年度は、これまで進めてきた
ホームステイのトライアルをさらに重

ね、ホストファミリーを増やしていく。また、
平成30年の秋ぐらいまでに、民泊のマッチン
グや申し込みの方法を定めて募集を開始し、
100世帯以上のホストファミリーを準備するこ
とを目指していきたい。

Q

A

総 務 委 員 会

Q

A

Q

i Phoneを
ご利用の方

Androidを
ご利用の方

ヒルズボロ市からの訪問健康ポイント新システム「♯2961ウオーク」
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■平成30年度一般会計予算
　～環境衛生費～

　新エネルギー機器導入促進奨励金に
ついて、平成30年度から新規に対象とな

る家庭用蓄電池やHEMS（太陽電池の発電量
や家庭内の消費エネルギーを一元的に管理する
家庭向けエネルギー管理システム）をどのよう
に周知するか。

　実際に導入している家庭は少ないの
で、システム内容や取扱店をまとめて広

報紙に掲載したり、「市民環境ネットふくろい」
の活動のなかで啓発したりするなどの手法を考
え、奨励金について丁寧に説明していきたい。

■平成30年度墓地事業特別会計予算

　樹木葬墓が墓園区域の北の端に配置
されることとなった経緯と、墓園区域の

今後の利用計画は。

　もとは管理棟東側の予定だったが、
背景が管理棟や駐車場では樹木葬墓と

してそぐわないことなどから、北側斜面の奥の
部分とした。壁型墓所と芝生墓所が連坦する平
面的な場所で、背面が広い斜面となるためシン
ボルツリーの見栄えもよい。樹木葬墓の拡大が
必要になっても、周辺が空いているため拡大が
可能である。

Q

A

常任委員会  
　平成25年度から始めました議会報告会も第
5回目を迎え、より充実した内容となるよう
議員一同努力してまいりました。
　今回の報告会では、各常任委員会における
所管事務調査で選定されたテーマの調査・研
究の中間報告を行いました。当日は、参加さ
れた皆さまから数多くの質問・意見等をいた
だきました。
　いただきました質問・意見等については、
今後、各常任委員会が行った所管事務調査に
より政策提言を作成していきますので、その
際の参考とさせていただきます。
　今後も引き続き、市政及び議会活動に対
し、市民の皆さまのご理解を深めていただく
ため、分かりやすい議会報告に努めてまいり
ます。
●開催日時・場所・参加人数
・平成30年1月27日（土）午後7時～
　　月見の里学遊館2階集会室C　39人
・平成30年2月3日（土）午後7時～
　　総合センター4階大会議室　52人
・平成30年2月10日（土）午後7時～
　　メロープラザ2階会議室3　50人
●報告内容
・総務委員会

人口減少社会を見据えた地域公共交通
のあり方について

・民生文教委員会
幼小中一貫教育の推進について

・建設経済委員会
空き家対策について

★いただいた質問や回答、アンケート調査の結果
については、市議会のホームページ内[議会報告
会]に掲載していますので、ご覧ください。

議会報告会を開催しました

建設経済委員会

Q

A

樹木葬墓の配置予定場所（袋井市夢の丘墓園）
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横須賀高等学校の存続を求める意見書
　静岡県教育委員会は、今後10年間程度を見通し
た「ふじのくに魅力ある学校づくり推進計画」を
策定した。 その計画において、横須賀高等学校と池
新田高等学校の改編が記載されている。
　現在、浅羽中学校の約15%の生徒が横須賀高等
学校へ通学している。改編により横須賀高等学校
が存続しなくなった場合、進学の選択肢が狭義に
なり、通学が困難になる問題も発生する。
　横須賀高等学校を存続とした計画となるよう再
考することを強く要望する。

　静岡県知事、静岡県教育委員会教育長、
　静岡県議会議長あて

意見書（要旨）

植物油インキを
使用しています再生紙を使用しています

　生活道路の損傷、公園施設の不具合、ゴミの不法投棄などを見かけませんか?
本市（ICT街づくり課）では、ICTを活用した地域情報化の取り組みとして、身近な情報を市役
所に寄せる新しいシステム「フッピーVoice」を導入しています。地域の問題をスマホで撮ってメー
ルで直接報告できます。どうぞご利用ください。 （広報委員：近藤正美）

安全安心な
地域づくりに一役ここ れれ もも のの 取取 りり 組組 みみ でで すす地地 域域 情情 報報 化化

賛否が分かれた議案
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平成30年度袋井市一般会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
平成30年度袋井市国民健康保険特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
平成30年度袋井市介護保険特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
平成30年度袋井市水道事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
袋井市介護保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

○：賛成  ×：反対  △：棄権  ー：欠席または除斥　<議長（髙木清隆）は、採決に参加しません。> 

　　　　　浅田二郎議員（日本共産党）
　アベノミクスという経済政策が進む中で、大企業や富裕層は肥え太り、内部留保を大きく増やしている。政府は景気が良
くなり「いざなぎ景気」を超え、5年を超える長期景気拡大としているが、庶民にはその実感がない。本市でも生活保護世
帯は過去最高となり、国保税では減免世帯が増加している。自治体の役割は住民の福祉の増進・向上にあり、市民の暮らし
が大変な今、支え、応援することが重要である。しかし、今回の予算は、国民健康保険特別会計繰出金の大幅な減額、要保護・
準要保護児童生徒就学援助費の全国平均からかけ離れた給付率等、実に不十分である。以上のことから反対する。

　　　　　戸塚文彦議員（緑風会）
　今回の一般会計の予算総額は 323 億 5,000 万円で、前年度当初予算と比べると 1.5%の減である。財政健全化をにらみ
ながらの予算編成となり、限られた財源の戦略的かつ効果的な配分により、「コミュニティセンターを拠点とする地域づくり」
や「ラグビーワールドカップ 2019 に向けたまちづくり」など、創意工夫に満ちた取り組みが盛り込まれている。財政運営も、
「経常収支比率」は少しずつ高まりを見せているものの、枠配分方式を中心とした事業の見直しや、特定財源の確保により、
確実に収支改善が図られていることをうかがわせるものである。以上のことから賛成する。

賛 成

反 対
討論（主なもの）平成30年度袋井市一般会計予算に対して

議案に対する議員の賛否

【場 所】市役所５階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 6月 4日（月） 開会、議案の説明
  12日（火）  市政に対する一般質問
  13日（水）  市政に対する一般質問
  14日（木）  市政に対する一般質問
  18日（月）  議案の審査（常任委員会）
  19日（火） 議案の審査（常任委員会）
  28日（木） 委員長報告～採決、閉会

※変更する場合もあります

6月定例会のお知らせ

ふくろい 市議会だより


